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基本計画書の構成

• 基本計画書は「①基本目標」「②施策分野」「③基本施策」「④基本施策がめざす姿」
「⑤まちづくり指標」「⑥現状と課題」「⑦基本方針」「⑧具体的な取り組み（単位
施策）」「⑨協働でできること」で構成されています。

• 「現状と課題」を踏まえ、将来まちがどのようになるかを「基本施策がめざす姿」
として描き、その達成状況（成果）をあらわす目安として「めざそう値」を掲げ
ています。
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基本施策5 芸術文化活動の振興

○ 豊かな芸術文化にふれる機会が町民の身近にあり、それらが次世代へと大切に継
承されるとともに、意欲的な芸術文化活動により、世代間や地域間の交流が盛ん
になっています。

基本施策がめざす姿

基本目標2 だれもがいつでも学べ、交流し、
心身ともに豊かに暮らしているまち

施策分野②施策分野②　生涯学習、生涯スポーツ、文化、交流、人権・平和
［将来像］　いつでも学べる場と機会があり、感性を豊かにする環境が整っている

まちづくり指標

指  標  名 現 状 値 めざそう値 備　考

平成25年度 平成32年度

町指定文化財件数 64件 67件

福祉文化会館の公演・
発表会回数 70回 100回

鑑賞者数/人口福祉文化会館の鑑賞人口率 39％ 50％

○ 芸術文化活動の振興に向けて、歴史ある葉山町文化祭の共催、葉山芸術祭の開催を後
援するほか、団体育成施策や支援事業に取り組んでおり、町内では様々な芸術文化活
動が展開されています。これらの人材・団体のネットワーク化や、若い世代などの活
動参加の促進、町外への葉山町の芸術文化のアピールなどが求められます。

○ 葉山町には平成25年度末現在で、国指定文化財２件、国登録有形文化財（建造物）
2件、県指定文化財３件、町指定文化財64件のほか、43件の埋蔵文化財包蔵地があり
ます。文化財所有者の高齢化、世代交代に伴う後継者の不在が懸念され、地域と行政
が一体となって文化財を保存、継承していくことが課題となっています。

現状と課題

②施策分野
　「①基本目標」を実現するため
の施策の方向性を「施策分野の
将来像」で示します。

③基本施策
　「②施策分野」の基本となる施
策を示します。基本計画の進行
管理はこの施策単位で行います。

④基本施策がめざす姿
　「③基本施策」の取り組みに
よって達成される姿（目標）を
示します。

⑤まちづくり指標
　「④基本施策がめざす姿（目
標）」の達成に向けて、自分たち
の取り組みが、どれだけ寄与・
貢献しているのかを評価すると
きの「ものさし」となります。
　ここに掲げる「めざそう値」
は基本計画の進行管理に活用し
ていきます。

①基本目標
　基本構想で掲げた「基本目標」
を示します。いわゆる政策目標
にあたります。

⑥現状と課題
　第三次総合計画に基づく取り
組み状況や社会情勢等を踏まえ、
現状と今後取り組むべき課題を
示します。
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• また、この「基本施策がめざす姿」を実現するための方策（手段）として「基本方針」
を示しています。

• さらに協働のまちづくりを推進していくため、町民と行政が協働で進められる取
り組みを「協働でできること」として取り上げています。
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○ 地域の貴重な文化財を適正に保護するとともに、様々な学習の場で活用していき
ます。

○ 優れた芸術文化に町民が身近にふれることのできる機会を充実させるとともに、
町民による芸術文化活動の活性化を図ります。

基本方針

具体的な取り組み

　町民が芸術文化活動を楽しみ、価値ある芸術文化が継続的に創造されるよう、町民の
芸術文化活動を支援していきます。
　葉山町の芸術文化の拠点である福祉文化会館については、優れた音響構造、約500席
という活用しやすい規模などの強みをアピールし、活動団体の公演や発表等の場として
の利用拡大を図っていきます。

単位施策 5 ‒ 01 芸術文化活動の機会充実と活性化

国指定史跡長柄桜山古墳群は、逗子市と共同で計画的に保存・活用を図っていきます。
郷土の文化財の愛護の意識を育むため、講座や見学会などの実施や学校教育の場での
学習機会の充実に努めるとともに、文化財に関する調査研究、保存方法の検討などを推
進し、貴重な文化財の適正な保護に努めます。

単位施策 5 ‒ 02 文化財の保存と活用

□ 町は、町内（自治）会、町民活動団体と連携、協力し、文化財の保存・活用を進めます。
□ 芸術文化活動は町民が自分自身の自己実現のために行います。町は、発表機会の提供
などを通じて、町民の自主的な活動を支援していきます。

協働でできること

⑦基本方針
　「④基本施策がめざす姿」を実
現するために取り組む具体的な
内容を示します。

⑧具体的な取り組み（単位施策）
　「③基本施策」を構成する個々
の具体的な取り組み（施策）を
示します。

⑨協働でできること
　「⑧具体的な取り組み（単位施
策）」において町民と行政が協働
で進められる取り組みを提案し
ています。




